
 

課題情報シート 
 

課題名： 沖縄路線バス案内システムの開発 
  

施設名： 沖縄職業能力開発大学校 
  

課程名： 応用課程 訓練科名： 生産システム技術系 
  

課題の区分： 開発課題 課題の形態： 製作 

 
課題の制作・開発目的 

 

（1）課題実習の前提となる科目または知識、技能・技術 
応用課程の生産情報システム技術科では、生産データベースシステム課題実習、デジタ

ルコンテンツ制作技術の修了後が前提となります。 
 
（2）課題に取り組む推奨段階 

各科標準課題の終了後、4 月の時期から開始できれば最良です。データベースの構築とデー

タ入力に多くの時間が必要となるため、開発作業の調整と学生への配慮をすべきと思います。 
（3）課題によって養成する知識、技能・技術 

情報系の要素として、以下の技能・技術の応用力を身に付けます。 

・ データベースシステムの構築 

・ Webによる GUIインターフェイスの構築 

・ 各種データの変換技術の習得 

 
（4）課題実習の時間と人数 

人 数：４名（生産情報システム技術科４名） 

時 間：900 時間 

 
電車のない沖縄にとっては、唯一の公共輸送手段は路線バスです。（ゆいレールというモノレー

ルがありますが那覇市内のみの走行です）しかしながら米軍基地の多い沖縄本島を、基地をくぐ

り抜けながら駆けめぐるバスの路線は、とても複雑に入り込んでいます。観光客はもちろん、地

元の県民でさえも非常にわかりにくいのが現状です。また、沖縄では乗用車が増加傾向にあり、

特に那覇市内では慢性的な交通渋滞が発生し、路線バスの運行に支障をきたしています。そこで

今回、沖縄本島の全バス停、全路線を調査してデータベースに格納し、統合的な路線バス案内シ

ステムの開発を行いました。また路線バスは、利用状況や道路事情によって頻繁に変更が行われ

ますので、バスデータの更新作業が容易にできるようにし、常に最新の情報を提供できるように

しました。 
 



課題の成果概要 
 

今回の開発にあたり、沖縄の路線バスに詳しいＮＰＯ法人の方と意見交換をおこないまし

た。その結果どのような利用者がおり、路線バスに対してどのような要望があるのかを分析

しました。分析結果をもとに利用者が必要としているバス情報を提供できるシステムを考案

していきました。 
以下にシステムの機能を示します。 

１． 路線案内機能 
 沖縄本島の全路線を閲覧できます。

路線ごとに「通過バス停一覧」「路線

図」「各バス停の時刻表」「各バス停か

ら運賃」を閲覧できます。特に時刻表

は指定したバス停を通過する全路線

を表示できますので、最も早く乗車で

きる路線を検索可能です。 
２． 路線バス乗車案内機能 

「乗車バス停」と「降車バス停」を

指定して、乗車可能な路線一覧を検索

できます。降車バス停は、乗車バス停

を元に検索して表示しています。時刻

データより次の出発時刻と到着予想

時刻を表示して、乗車する時刻および

所要時間がわかります。また運賃と路

線図も表示可能です。 
３． ゆいレール連携案内機能 

沖縄で唯一定時交通機関であるゆ

いレール（モノレール）と路線バスの

連携情報を閲覧できます。ゆいレール

の駅を指定すると、その駅周辺の路線

とバス停が一覧表示されます。「時刻

表」「路線図」も表示できます。路線

図は、駅周辺のバス停から終点までの

運賃も表示可能です。この機能により

指定した駅には、どのような路線バス

およびバス停があり、どこまでゆける

のか、運賃はいくら必要かの情報がわ

かります。 

 

図１ 時刻表 

 

図２ 通過バス停一覧 



４． 最寄りバス停情報機能 
Google™マップと連動して、地図の中心周辺のバス停およびそのバス停を通過する

路線を地図にて検索できます。この機能により自宅周辺のバス停や路線を検索できま

す。また観光等で宿泊予定のホテル周辺のバス情報、引越先や移住先のバス停情報を

事前に検索することができます。 
５． 公共施設・観光地案内機能 

Google™マップと連動して、観光地や市役所、高校、大学等の周辺バス停およびそ

のバス停を通過する路線を地図にて検索できます。指定できる場所はカテゴリ別に分

類されており、「高校」「市町村役場」「警察署」「大学・短大」「史跡」「美術館・博物

館」「景勝地」「ビーチ」「テーマパーク」「各種センター・集会場」「イベント会場」「プ

ロ野球キャンプ場」を指定できます。この機能により高校生や大学生のバス通学経路

を検索できます。 
６． バスクイズ機能 

バス停のデータベースを利用して、ク

イズを楽しめるようにしました。沖縄本

島の全バス停をランダムに問題として

表示し、表示されたバス停がどの市町村

に存在するのかを解答していきます。補

助機能として、出題されたバス停の位置

を地図で確認できます。 
７． データメンテナンス機能 

沖縄の路線バスは、時刻表や経由する

バス停および新規路線の追加等が頻繁

に発生します。そのためデータベースの

情報更新が容易に出来る様にメンテナ

ンス機能を充実させました。以下のメン

テナンスができます。 
・バス停の新規追加、修正、削除 
・路線情報の新規追加、修正、削除 
・時刻表の新規追加、修正、削除 
・運賃データの新規追加、修正、削除 
バス停情報として、バス停の位置（緯

度、経度）を登録しています。その位置

情報を利用することにより、路線図表示や最寄りバス停検索が可能となりました。 
時刻表および運賃データは、データ量が膨大なため、Excel®表に入力して管理して

います。データベースへは変換プログラムにて一括登録できます。 
上記のメンテナンス機能により、常に最新情報を提供できます。 
 

 

図３ バスクイズ 

図４ 路線編集 



課題制作・開発の訓練ポイントおよび所見 
 

本課題においては、データベースが主となりますのでデータの入力を前半である程度終了

させておく必要があります。テストデータでなく、実際のデータを使用することにより路線

図や時刻表の妥当性を確認しやすくなります。 
入力するデータ量が膨大なので、一部の学生に偏らないように、全員で分担して入力する

ように指導していく必要があります。またある程度データを登録していくとそのデータの妥

当性がわかりにくくなります。そこでデータの確認プログラム等を作成して、定期的に確認

する必要があります。さらにデータ入力が容易にできるように、視覚的にもわかりやすい入

力支援ツールを作成して、入力作業をできるだけ正確にかつ半自動的に登録できる環境が必

要です。入力作業は単純作業になりがちなので、その成果が随時確認できるようにシステム

に取り入れていくとモチベーションの維持にもなります。 
データベースシステムにとっては、登録したデータは大変貴重なものであり、随時バック

アップをとり、さらにバックアップしたデータが正常に復元できることも定期的に確認する

必要があります。 
構築するシステムは、さまざまな技術要素（データベース、HTML、JavaScript©、Ajax、

Excel®操作、WebAPI）が複雑に連携しているので、MVC設計手法を導入してシステム稼働

後もメンテナンスが容易に行えて、運用がスムーズにできるように構築する必要があります。 
 

養成する能力 
（知識､技能･技術） 課題制作・開発のポイント 訓練（指導）ポイント 

○データベース構築 

○ＭＶＣによる設計、構築 

○Web によるＧＵＩ設計、構築 

○データ変換技術 

○WebAPI プログラミング 

◇イベント行事や発表会をスケ

ジュールに組み込んでおき、

試作品としてユーザに操作、

説明ができるように工程を管

理し、各工程の完成イメージ

を明確にします。 

 

 

 

●未習得の技術があり、学習す

る期間は必要ですが、期限

を設定し、全体の進捗状況を

常に意識させるようにしまし

た。 

●新しい技術や興味がある技

術を採用する時はその技術

の必要性や進捗状況を考慮

して決定するようにしました。 

 

 
課題に関する問い合わせ先 

 
施設名  ：      沖縄職業能力開発大学校       

住 所  ：      〒904-2141 

            沖縄県沖縄市池原 2994-2 

電話番号 ：      098-934-6282(代表) 
施設 Web アドレス ：  http://www.ehdo.go.jp/okinawa/college/ 


